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婦人尿路感染症 に対す るPiromidic acid (PA)の 治

療 効果 を検討す るために,そ の臨床応用 を試み た。

対象な らびに方法

当科 ならびに福岡逓信病 院,佐 世保共済病院産婦人科

において,急 性膀胱炎の 診断 を下 した もの17例 お よび

急性腎盂 炎症例2例,合 計19例 に対 してPAを1日

2,000mg 4回 分服に よる経 口投与 を行 なつた。

投与期 間は 少な くとも7日 間 以上 とし,原 則 として

14日 間の連続投与を行ない,尿 所見,自 覚症状,細 菌感

受 性試験 を含む臨床経過を観察 した。 うち,自 覚症状は

頻 尿,排 尿感,残 尿感,側 腹痛,下 腹痛,腰 痛,悪 感,

発 熱な どの有無 お よび その消長 を 逐 日的に 観察 した。

尿所見につ いては,白 血球,赤 血球,混 濁,蛋 白,上

皮細 胞,円 柱 などの有無お よびそ の消長について,ま た

症例 の一部には細菌検鏡,細 菌培養に加えて起炎菌 とそ

の感受性試験について も簡 易法に よつて検討を加えてみ

た。

臨床効果 の 判定 は 著効(good),有 効(fair),無 効

(poor)に 分類 したが'そ れ ぞれ以下 の基準に よつた。

著効: 1.起 炎菌の消失,尿 中 白血球の消失

2. 自他覚所見 の消失

有効: 1.起 炎菌 の消失,尿 中白血球の残存

2. 起炎菌が消失 しな くて も自他覚所見 が改善

された もの

無効: 1.起 炎菌 の残存,尿 中白血球の残存

2. 自他覚所見 の改善 されない もの

成 績

Table 1に 投与症例 の診断名,PA服 用期間,臨 床効

果 の判定,副 作用 の有無 お よび その種類について 示 し

た。 これに よると,投 与 日数は20例 中10例 で14日 あ

るいはそれ以上 に及び,7例 で7日 あるいはそれ以上,

3例 で6日 以下 となつ てい る。

臨床効果の 判定結果は,3例(15.8%)が 著効,14

例(73.7%)が 有効,2例(10.5%)が 無効 であつた 。

自覚症状は,大 多数例で服用開始後2日 か ら4日 の間

に改善 している。しか し,排 尿 時の疼痛は1週 間後に至

つて も消失 しない症例を経験 した。

尿所見の改善 も,ほ ぼ 自覚症状 と平行 してお り,細 菌

培養検査を投薬 の 前後に 行なつた11例 において,起 炎

菌のgram陰 性桿菌 は服用後7日 目の尿か ら消失 した。

Disc法 に よる感受性testに よれば,本 薬剤はgram

陰性桿菌 に対 し延べ検査回数12回 中,11回 まで陽性 の

成績 を示 した 。Fig.2に み られ るように,感 受性testに

おける特徴 は12例 中9例(75.0%)ま で(+)の 感受

性を示 した ことであ り,FT,GMに よつ て 示 され るよ

うなきわ めて強い反 応を認めず,比 較的弱い反応 を呈す

る点にあつた 。

本薬剤 の臨床的副作用 としては,Table 1に み られ る

ように悪心,嘔 吐が まず 第一 にあげ られ る。下痢 を訴え

た症例 もあつたが,い ずれ の症例 でも,服 薬を中止す る

こ とはな く,対 症療法の併用 によつて改善がみ られた。

考察ならびに結論

本 臨床実験に よつて示 され た本薬剤 の臨床効果を,自

覚症状 につ いて考察す ると,服 用開始後2な い し4日 以

内に改善をみ るものが多 く,自 覚症状の軽 快にともなつ

て,尿 所見 も改善 されてい くよ うであ る。 自覚症状 と尿

所見 を総合 した 臨床的効果判定 を 行な うと,15.8%が

著 効,73.7%が 有効 とな り,約90%に おいて 改善がみ

られた 。 しか し他方,感 受性testの 結果に よると,自

覚症状 の改善 よ りみて期待 した ほどの高い感受性を示 さ

ないよ うで もあ る。すなわ ち,ほ とん どの例 で,(+)

の結 果 が示 され,(〓)を 示す例はない。このことは感

受性testを 簡易法 で 行 なつた ことに よる ためであ ると

も考 え られ る。

以上 の結果 よ り,本 薬剤は副作用 も少な く'自 覚症状

のすみやかな消失を期待 できるので,婦 人 の尿路感染症

に対 し有用であ ると考 え られ る。

(ご協力 を受 けた福岡逓信病院石川治英 部長,佐 世保

共済病院 山下裕国部長に感 謝す る。)
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Table 1 Effect of PA on urinary tract infection

* Gram-positive coccus (+)

Fig. 1 Effect of PA on clinical symptoms in the cases of acute cystitis
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Piromidic acid was orally administered to seventeen outpatients who had acute cystitis, and two of 

acute pyelitis, with daily dose of 2,000 mg for seven or more days. Check of the clinical symptoms and 

laboratory examination of the urine were performed repeatedly before, during and after the medication. 

In three out of the total nineteen cases good effect was obtained, and the other fourteen cases showed 

moderately good effect, while in the remaining two cases no improvement was seen in symptoms and 

laboratory findings of the urine. 

Sensitivity tests on cultured gram-negative bacilli revealed slight to moderate inhibition of the growth.


